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1．はじめに
　1991 年 3 月に「情報と社会」として創刊され
















　江戸川大学紀要の創刊号は 1991 年 3 月に発行
された。江戸川大学紀要『情報と社会』として，
総ページ数 183 ページの体裁であった。この『情
報と社会』というタイトルは 2011 年 3 月発行の
第 21 号まで引き継がれることになる。
　図 1 は創刊号（第 1 号）の表紙である。現在の
紀要冊子とはデザインが異なるが，このデザイン














　具体的な方法としては，江戸川大学紀要第 1 号から第 29 号までに掲載された全ての原稿を執筆者ならびに原
稿種別によって分類し，その傾向を記述的に捉える試みを行った。この結果，江戸川大学紀要に掲載された原稿
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　創刊号は巻頭の辞 2 本と，論文 11 本，学会レ





年 3 月発行）の掲載原稿が最も少ない。第 12 号
（2002 年 3 月発行）から減少傾向が見られるが，
その理由を見出す事は困難である。しかしなが
ら，第 14 号（2004 年 3 月発行）の掲載原稿数を
底として，その後は順調に掲載原稿数が伸びてい
ることが見て取れる。多少の増減はあるが第 24




数 は 775 本 で あ り， そ の う ち 572 本 が 論 文
（73.8％），学会レヴューが 128 本（16.5％），研究






　概ね第 12 号（2002 年 3 月発行）までは掲載論
文数が十数本で推移している。第 13 号（2003 年
3 月発行）と第 14 号（2004 年 3 月発行）で掲載
論文数の落ち込みがあった後，第 15 号（2005 年
3 月発行）以降，掲載数が増加に転じている。第
24 号（2014 年 3 月発行）からは掲載論文数が 30
本以上で推移しており，比較的安定した論文掲載
数となっている。











摘できる。まず，最初の 10 年間（1991～2000 年）
は原稿総数が 195 本であり，論文の本数は 132
本，研究ノートの本数が 5 本，学会レヴューの本
数が 58 本となっている。同様に，第二期の 10 年
間（2001～2010 年）は，論文が 159 本，研究ノー
トが 16 本，随想が 2 本，学会レヴューが 54 本で




直近の 10 年間（正確には 9 年間）の傾向は異
なっている。第 21 号（2011 年 3 月発行）から第































































































































































































































号 発行年 論文 研究ノート 随想 学会レヴュー その他 計
1 1991 11 　 　 7 2 20
2 1992 11 　 　 5 　 16
3 1993 14 　 　 8 　 22
4 1994 15 　 　 6 　 21
5 1995 15 1 　 4 　 20
6 1996 11 1 　 5 　 17
7 1997 12 1 　 11 　 24
8 1998 14 　 　 3 　 17
9 1999 13 1 　 6 　 20
10 2000 16 1 　 3 　 20
11 2001 15 2 　 5 　 22
12 2002 12 2 　 6 　 20
13 2003 9 1 　 5 　 15
14 2004 5 　 　 4 　 9
15 2005 14 　 　 3 　 17
16 2006 13 　 　 10 　 23
17 2007 18 1 　 5 1 25
18 2008 20 3 　 7 　 30
19 2009 28 2 1 5 　 36
20 2010 25 5 1 4 　 35
21 2011 31 2 1 2 　 36
22 2012 24 7 2 1 　 34
23 2013 25 4 2 1 　 32
24 2014 31 6 2 　 　 39
25 2015 33 5 1 2 　 41
26 2016 34 2 　 1 　 37
27 2017 32 4 3 4 　 43
28 2018 37 2 1 4 　 44
29 2019 34 4 1 1 　 40






















































（2007 年 3 月発行）から登場してくることになる
が，わずか 13 年間で 173 人の著者が関わるとい
う実績は，他の所属組織と比較すると驚異的な数



































































所　　　属 人　数 所　　　属 人　数
マス・コミュニケーション学科 238 人間社会 10
情報文化学科 173 本学職員 10
人間心理学科 112 本学卒業生 10
経営社会学科 103 環境デザイン学科 9
応用社会学科 98 環境情報学科 9
非常勤講師 73 本学在学生 3
ライフデザイン学科 51 その他 3
現代社会学科 43 客員教授 2
外部組織所属 41 名誉教授 2


































































鈴木　　純先生（第 1 号から第 6 号）。
高山眞知子先生（第 7 号，第 15 号と第 16 号）。
浦川　朋司先生（第 8 号から第 12 号）。
宮坂万喜弘先生（第 13 号と第 14 号）。
親泊　素子先生（第 17 号から第 20 号）。










































江戸川大学紀要第 22 号（2012）から第 29 号（2019）．
